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６月定例議会の内容をわかりやすくお伝えします。

議会だより
だいせん 65号



にちょっと待った
補正予算を修正議決

　４月の選挙で再選を果たした竹口大紀町長により、補正予算が提案された６月定例会は、６月
11日から28日までの18日間の会期で開きました。
　令和３年度一般会計補正予算では、コロナ対策関係予算や、少子化対策として給食費を無償に
する学校給食補助事業など10億155万８千円の追加予算が提案されました。これに対し、小谷
議員ほか３人から給食費補助金を半額補助にとどめる減額修正案が出され、採決の結果、原案賛
成５人、修正案賛成10人で、修正案が可決しました。（関連４～８ページ）
　その他の議案16件、諮問１件は原案どおり可決しました。このほか陳情６件を審議し、発議
案３件も原案どおり可決しました。

スマート農業社会実装促進事業
持続可能な農業のため

省力化技術導入
1079万円

サイクルツーリズム推進事業
電動アシストマウンテンバイク

20台　購入費
800万円
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６月
定例会 給食費無償化
補正予算の主な事業

ありがとう！
大山みんなで応援券
一人６千円分の商品券を配布
1億223万円

スクールバス更新事業
老朽化したスクールバスの更新

1027万円

ハンドル形電動車いす
購入補助金

免許証を自主返納した高齢者が対象
200万円
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討質
論疑

議
案
の

6月定例会

チェックチェックしますします
【
池
田
議
員
】
文
字
放
送

専
用
端
末
導
入
と
あ
る
が

対
象
と
な
る
放
送
は
。

【
総
務
課
長
】
大
山
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
予
定
し
て�

い
る
。

【
近
藤
議
員
】
ふ
る
さ
と

納
税
を
財
源
と
し
た
大
山

町
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
交

付
金
２
１
０
０
万
円
を
、

地
域
自
主
組
織
で
分
配
す

る
と
、
ま
ち
づ
く
り
大
山

が
６
４
０
万
円
、
き
ら
り

光
徳
が
16
万
円
と
格
差
が

40
倍
と
な
る
。

　
改
善
の
見
通
し
は
。

【
企
画
課
長
】
ど
の
よ
う

な
形
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、

各
自
主
組
織
と
協
議
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
中
に

は
議
論
を
進
め
、
積
み
上

げ
て
い
く
。

【
西
本
議
員
】
民
間
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進

と
あ
る
が
、
施
設
は
決

ま
っ
て
い
る
か
。内
容
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
数
カ

所
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

　
多
目
的
ト
イ
レ
や
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
が
主
な
整

備
事
業
で
、
県
と
町
と
事

業
者
が
３
分
の
１
ず
つ
負

担
す
る
。

　
要
望
は
ト
イ
レ
の
改
修

が
メ
イ
ン
で
あ
る
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
も

対
象
で
あ
る
。

　
上
限
額
は
事
業
内
容
に

よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

【
野
口
議
員
】
委
託
料
が

１
２
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
で
足
り

る
か
。
現
状
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】
平
成

25
年
か
ら
被
害
が
確
認
さ

れ
、
平
成
30
年
度
に
一
旦

は
落
ち
着
い
た
が
、
令
和

元
年
度
は
１
２
６
３
本
で

あ
っ
た
被
害
木
が
、
令
和

２
年
度
に
は
６
７
０
０
本

と
増
え
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
対
策

を
し
て
い
く
。

【
吉
原
議
員
】
令
和
４
年

７
月
８
日
ま
で
に
、
地
下

貯
蔵
タ
ン
ク
の
流
出
防
止

措
置
と
あ
る
が
、
指
定
管

理
者
と
の
協
議
は
。

【
観
光
課
長
】
指
定
管
理

者
と
協
議
し
て
決
め
た
。

同
日
ま
で
に
ラ
イ
ニ
ン
グ

工
事
を
し
な
い
と
違
法
と

な
る
。
老
朽
化
し
て
き
た

の
で
、
今
後
の
こ
と
も
内

部
で
検
討
す
る
。

文
字
放
送

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

ナ
ラ
枯
れ
駆
除

山
香
荘
地
下
タ
ン
ク

ナラ枯れ防除トラップナラ枯れ防除トラップ

バリアフリー化されたトイレバリアフリー化されたトイレ
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【
大
杖
議
員
】
コ
ロ
ナ
対

策
の
事
業
だ
が
、
前
回
と

違
う
と
こ
ろ
は
。

【
企
画
課
長
】
額
面
を

１
０
０
０
円
か
ら
５
０
０

円
と
し
、
１
人
６
０
０
０

円
を
全
町
民
に
配
布�

す
る
。

【
門
脇
議
員
】
大
山
参
道

市
場
に
設
置
だ
が
、
町
が

負
担
す
べ
き
な
の
か
。

【
観
光
課
長
】
指
定
管
理

者
と
、
そ
の
都
度
ご
と
に

協
議
し
て
決
め
る
。
今
回

は
町
が
負
担
す
る
。

【
森
本
議
員
】
常
設
Ｍ
Ｔ

Ｂ
コ
ー
ス
造
成
の
場
所

は
。

【
観
光
課
長
】
大
山
国
体

広
場
近
く
の
大
山
林
間

コ
ー
ス
で
、
冬
季
は
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

使
用
し
て
い
る
。

【
森
本
議
員
】
Ｅ

－

Ｍ
Ｔ

Ｂ
の
購
入
の
８
０
０
万
円

の
内
訳
と
目
的
は
。

【
観
光
課
長
】
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
の
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
を
20
台
購
入
し
、

海
と
山
を
つ
な
ぐ
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
実
証
実
験
を

す
る
計
画
だ
。

【
大
森
議
員
】
児
童
・
生

徒
の
年
間
の
給
食
費
は
。

【
こ
ど
も
課
長
】
１
人
あ

た
り
の
単
価
を
、
小
学
校

２
８
８
円
の
２
０
０
日
で

５
７
６
０
０
円
。
中
学
校

３
３
８
円
の
２
０
０
日
で

６
７
６
０
０
円
と
い
う
計

算
を
し
て
い
る
。

【
大
森
議
員
】
保
育
料
な

ど
他
に
も
軽
減
す
る
事
業

も
あ
る
が
、
今
な
ぜ
給
食

費
の
無
償
化
な
の
か
。

【
町
長
】
昨
年
度
か
ら
本

町
で
は
、
小
中
学
校
の
給

食
費
を
全
額
補
助
し
て
い

る
。
本
年
も
無
償
化
を
継

続
し
た
い
の
で
提
案
し
た
。

　
理
由
と
し
て
、
合
計
特

殊
出
生
率
と
経
済
負
担
と

い
う
の
は
関
係
性
が
あ

り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

き
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
出
生
率
も
４
年
連
続
上

昇
し
て
い
る
。

　
今
、
小
中
学
校
の
義
務

教
育
で
１
番
お
金
が
か

か
っ
て
い
る
の
が
、
給
食

費
で
あ
る
。
そ
の
負
担
を

軽
減
し
て
、
さ
ら
に
出
生

率
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

み
ん
な
で
応
援
券

ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
設
置

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス

学
校
給
食
費

町のPRと西陽対策で整備町のPRと西陽対策で整備

地元産品をふんだんに使った給食地元産品をふんだんに使った給食

整備されるコース整備されるコース
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一
般
会
計
補
正
予
算
に

修
正
動
議
を
提
出

提
案
理
由

質
　
　
疑

【
小
谷
議
員
】
今
回
の
補
正

予
算
に
、
学
校
給
食
費
を

全
額
無
償
に
す
る
た
め
の

補
助
金
４
９
６
２
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
予

算
が
限
ら
れ
て
い
る
な
か

で
、
い
ま
、
最
優
先
に
す

る
べ
き
こ
と
か
疑
問
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

半
額
補
助
に
と
ど
ま
る
べ

き
と
考
え
、
本
修
正
案
を

提
出
す
る
。

　
町
⾧
か
ら
は
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

現
状
半
額
補
助
を
し
て
い

る
な
か
で
、
な
ぜ
半
額
補

助
か
ら
全
額
に
す
る
の
か
、

そ
れ
に
よ
り
ど
れ
だ
け
出

生
率
が
増
え
る
の
か
と
い

う
根
拠
が
十
分
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　

今
回
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
財
源
に
予
算
が
組
ま
れ

て
い
る
が
、
無
償
化
に
し
た

場
合
、
毎
年
約
７
０
０
０
万

円
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

事
業
の
費
用
対
効
果
は
慎

重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
令
和
２
年
度
の
本

町
外
部
行
政
評
価
委
員
会

か
ら
も
、
給
食
費
の
全
額

補
助
は
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て

い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
半
額
補
助

に
必
要
な
１
６
８
９
万

円
の
追
加
の
み
を
認
め
、

３
２
７
２
万
円
は
減
額
す

る
修
正
案
と
し
た
。

【
大
杖
議
員
】
ふ
る
さ
と
納

税
さ
れ
た
人
の
気
持
ち
を

考
え
る
と
、
教
育
面
で
質

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
、

将
来
の
大
山
町
の
た
め
に

な
る
。

小
　
谷
　
英
　
介

大
　
杖
　
正
　
彦

豊
　
　
　
哲
　
也

島
　
田
　
一
　
恵

提 案 者

【
西
本
議
員
】
給
食
費
を
無

償
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

出
生
率
が
増
え
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
の
で
反
対

と
い
う
こ
と
か
。

【
小
谷
議
員
】
い
ま
な
ぜ
給

食
費
無
償
化
を
優
先
す
る

の
か
、
子
育
て
教
育
環
境

の
充
実
に
つ
い
て
、
他
に

優
先
す
る
べ
き
こ
と
が
な

い
の
か
、
説
明
や
議
論
が

不
足
し
て
い
る
。

【
森
本
議
員
】
少
子
人
口
減

対
策
に
お
い
て
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
が
有
効
で
な

い
理
由
は
。

【
小
谷
議
員
】
経
済
的
負
担

軽
減
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
否
定
し
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
保
護
者
が
一
番
気

に
し
て
い
る
大
学
の
費
用

負
担
の
軽
減
無
し
に
、
食

費
の
一
部
だ
け
を
軽
減
し

て
も
問
題
の
解
決
に
は
な

ら
ず
、
説
得
力
に
欠
け
る
。

【
森
本
議
員
】
財
源
の
基
金

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
小
谷
議
員
】
ふ
る
さ
と
納

税
の
目
的
別
寄
附
の
用
途

の
ひ
と
つ
が
給
食
費
と
書

い
て
あ
る
だ
け
な
の
で
、

町
の
未
来
に
つ
な
が
る
施

策
を
十
分
に
検
討
す
る
べ

き
だ
。

【
森
本
議
員
】
他
の
提
案
者

の
提
案
理
由
も
同
じ
か
。

【
豊
議
員
】
ふ
る
さ
と
納
税

の
基
金
は
、
不
安
定
な
財

源
だ
と
考
え
る
。

【
島
田
議
員
】
半
額
補
助
を

実
施
し
た
後
、
保
護
者
に

話
を
聞
い
た
か
。
皆
さ
ん

と
議
論
が
で
き
る
時
間
が

あ
れ
ば
と
考
え
賛
同
し
た
。

○賛否が分かれた学校給食費補助金

原案（賛成者５人） 修正案（賛成者10人）

人口減少対策として
給食費を無償化
49,620千円を追加

無償化は費用対効果に問題
半額補助にとどめる
16,894千円のみ追加

当初予算は17,305千円（半額補助、半年分）
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原
案
に
賛
成

�【
森
本
議
員
】
こ
の
給
食
費

完
全
無
償
化
の
み
な
ら
ず
、

３
歳
以
上
児
の
保
育
料
無

償
化
や
、
高
校
生
の
通
学

費
半
額
補
助
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
負
担
軽
減
策
を
、

国
や
県
に
先
が
け
て
行
う

こ
と
に
よ
り
、
移
住
定
住

に
つ
な
が
る
。

【
大
原
議
員
】
竹
口
町
⾧

就
任
以
来
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
上
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
出
生
数
は

１
０
０
人
を
切
り
、
80
人
、

81
人
、
67
人
と
下
降
線
を

た
ど
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
10

年
と
言
わ
ず
、
５
年
後
に

は
、
中
学
校
の
統
合
の
話

ま
で
出
る
の
で
は
な
い
か
。

　
米
子
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
、
近
隣
の
自
治

体
に
先
が
け
て
、
給
食
費

無
償
化
の
カ
ー
ド
を
切
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
停
滞
し

て
い
る
暇
は
な
い
。

【
岡
田
議
員
】
全
国
で
、
小

中
学
校
給
食
費
無
償
化
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

76
自
治
体
で
、
早
い
と
こ

ろ
は
、
10
年
以
上
前
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
明
石
市

な
ど
は
、
昨
年
10
月
か
ら

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
で
浮
い
た
財
源
で

実
施
し
て
い
る
。

　
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
と

違
い
、
一
過
性
で
は
な
く
、

子
育
て
支
援
は
継
続
し
て
、

将
来
に
渡
っ
て
効
果
を
生

み
出
す
と
考
え
て
い
る
。

【
門
脇
議
員
】
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
経
済
的
に
厳
し
い

状
況
で
生
活
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
社
会
情
勢
が

上
向
き
に
な
る
ま
で
は
、

事
業
の
継
続
が
望
ま
し
い
。

修
正
案
に
賛
成

�【
近
藤
議
員
】
近
年
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
は
約

２
億
円
だ
。
そ
の
内
の
約

７
０
０
０
万
円
を
毎
年

使
う
の
は
ウ
エ
イ
ト
が

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
基
金
は
決
し
て
恒

久
的
で
は
な
い
財
源

だ
。

　
ま
た
他
の
使
い
道
と

し
て
、
塾
や
習
い
事
費

用
の
助
成
や
、
学
校
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
が
質
の

高
い
教
育
を
推
進
す
る

な
ど
、
意
見
は
多
様
に

あ
る
。

　
町
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
議
論
を
深
め
る

べ
き
と
考
え
る
。

【
池
田
議
員
】
令
和
２

年
度
か
ら
の
補
助
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
家
庭

も
あ
る
。

　
今
の
こ
の
補
正
案
に

は
入
っ
て
い
な
い
の
で

心
配
だ
。
本
当
の
意
味

で
の
、
み
ん
な
が
暮
ら

し
や
す
い
大
山
町
に
な

る
た
め
に
は
、
も
う
少

し
話
し
合
う
時
間
が
必

要
で
は
な
い
か
。

討
　
　
論

一目でわかる一目でわかる審議結果４・５月臨時会
６月定例会

提出議案
○賛否の分かれた議案� 〇は賛成、×は反対あるいは保留、欠は欠席

６月定例会
議員名

議　案

小
谷
　
英
介

西
本
　
憲
人

豊
　
　
哲
也

島
田
　
一
恵

森
本
　
貴
之

池
田
　
幸
恵

門
脇
　
輝
明

大
原
　
広
巳

大
杖
　
正
彦

大
森
　
正
治

杉
谷
　
洋
一

近
藤
　
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田
　
　
聰

野
口
　
俊
明

結
果

令和３年度大山町一般会計補正予算（第３号）
【修正案】 ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

令和３年度大山町一般会計補正予算（第３号）
【修正部分を除く原案】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 修正可決

保育士の全面パート化につながる短時間勤務保
育士の活用促進ではなく、保育所職員の配置基
準改善、処遇向上のための必要な措置を求める
意見書の提出を求める陳情書

× ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ × × × 賛成５人
不採択

このほか、町選挙管理委員会委員（遠藤毅さん、小川勉さん、福永博昭さん、岡田栄さん）と
補充員（佐山節雄さん、田中延明さん、池信博子さん、野坂友晴さん）が指名推せんされ当選しました。
◇全会一致で可決、承認、同意、採択した議案
４月臨時会……専決（４件）、人事案件（３件）
５月臨時会……補正予算（２件）
６月定例会……条例（２件）、協議（１件）、計画（３件）、損害賠償（１件）、補正予算（９件）、諮問（１件）、陳情（４件）、
　　　　　　　意見書（３件）
◇全会一致で不採択した議案
６月定例会……陳情（１件）
議案の議決は、米本隆記議長を除く15人で行います。
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6月定例会

常任委員会の活動
総務 常任委員会

ありがとう大山応援券

公共施設管理計画

未完済の貸付金

特定空き家の認定 デマンドバス

企画課

財務課

税務課

総務課 企画課

🆀�コロナ支援の応援券の額面
を 500円券にしないか。
🅰�町民からの要望が多かった
ため、500円券にする。

🆀�個別計画にもとづいた今後
の施設管理の見通しは。
🅰�令和３年度は旧庄内小学校
の一部、令和４年度は旧光
徳小学校の解体を予定して
いる。

🆀�住宅新築資金等貸付金事業
の償還状況は。
🅰�令和２年に６件完済。交渉
状況は分納中 54 人、交渉
中 10 人、交渉困難・その
他が 23 人で金額は約 2億
6000万円である。

🆀�特定空き家認定の対象は母
屋のみか。
🅰�法律上は小屋や倉庫なども
対象だが、周りへの影響も
考えて認定する。

🆀�デマンドバスの目的地で利
用が多いのは。
🅰�分析の結果によると、買い
物・病院が全体利用の 8割
をしめる。

年間利用が少ない遊休施設

旧庄内小学校北側校舎

　６月15、16日の２
日間、所管する各課か
ら議案の説明を受け審
査した。
　また、７日には商工
会との情報交換会、17
日には町内の遊休施設
や土地の現地視察、18
日には、経済建設常任
委員会と合同で大山恵
みの里公社との情報交
換会を行った。

少額でも使える応援券少額でも使える応援券
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教育民生 常任委員会

ファミリーサポート

ＧＩＧＡスクール

キャッシュレス決済

検診率向上 オンライン化

男女共同参画プラン

こども課

幼児・学校教育課

住民課

健康対策課 社会教育課

福祉介護課

🆀�利用状況は。
🅰�令和 2年度は、送迎や預か
りなどの利用があった。今
後の更なる利用促進のた
め、短時間利用など用途も
幅広いことの、周知拡大に
努める。

🆀�取り組みの現状は。
🅰�名和小・中学校では、授業
中に京都の動物園とオンラ
インでつないで学ぶなど、
先進的な取り組みが進んで
いる。

🆀�窓口キャッシュレス決済導
入の内容は。
🅰�利便性向上や感染症対策の
ため、本年度 8月より試験
的に導入する。
　�手 数料の安さなどから
PayPayを導入予定だ。

🆀�検診率が上がらない原因は。
🅰�他の自治体の事例をみる
と、保健推進委員と地域と
の協働が大切だ。引き続き、
具体的な方法を検討してい
きたい。

🆀�図書館・公民館をオンライ
ン化する目的は。
🅰�職員が遠隔でも研修を受けら
れるように、テレビ会議システ
ムなどを利用することを目的
としている。

　�今後はサークル活動などでも
利用できるようにしていく。

🆀�取り組みの現状は。
🅰�町民への意識調査のアンケー
ト回収率が、前回比で約10
ポイント増加した。テーマへ
の関心が高まっている。アン
ケート結果をもとに、第4次
プランを策定していく。

ふれあい会館を視察

老朽化が目立つふれあい会館（名和）

　 ６ 月 15、16、17
日の３日間、所管する
各課から議案の説明を
受け審査した。18 日
には、ふれあい会館の
雨漏りや壁紙修繕箇所
などの視察をした。
　また、近年未使用と
なっている名和診療所
の医師住宅を視察し、
今後の活用方法などに
ついて意見交換した。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、より詳細な審査を行っています。
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経済建設 常任委員会
除雪ドーザ

遊具の更新

設置工事 ストックマネジメント

お魚センター

建設課

地籍調査課

観光課 水道課

農林水産課

🆀�新規購入の除雪ドーザの使
用地区と、今後の購入計画
は。
🅰��中山地区で使用する。排ガ
ス規制により令和4年度か
ら2ｔ級の3台を更新予定
である。

🆀�ふるさとフォーラムなかや
まの遊具更新の必要性は。
町民の声はひろえているか。
🅰�設置から 24 年経過し、細
かい修繕を繰り返しながら
どうにか使ってもらってい
る。今後審査委員会を開き、
町民の声をきいていく。

🆀�参道市場のロールスクリー
ン設置工事に関して、本町
が負担する理由は。
🅰�町の施設のため、本町が負
担する。

🆀�ストックマネジメントの現
状は。
🅰�施設全体を監視し、状態の
悪いところから順次補修を
行うことでコスト縮減、平
準化をはかっていく。今回
の補正予算では、電子デー
タ化を行う。

🆀�施設の増築は必要か。
🅰�店舗内が狭く人と人とのす
れ違いがむずかしい状況で
ある。ウイルス感染予防対
策として、増築は必要と判
断している。

補修計画などを確認

水道管破損の修理状況を視察（香取）

　６月15、16、17日
の３日間、所管する各
課から議案の説明を受
け審査した。
　香取の水道管の現
地視察や、ふるさと
フォーラムなかやま
と、名和公園の遊具の
破損状況など現地視察
した。
　18日には大山恵み
の里公社、大山寺の若
手経営者の声をそれぞ
れ聞き取りした。

新しい遊具に更新新しい遊具に更新
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ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

12 １．高齢者が心豊かに過ごせる町にするには
２．若者に魅力ある定住施策は 杉谷　洋一

13 １．関係人口増への取り組みは
２．高齢者への配慮施策は 吉原　美智恵

14 １．人口減少対策について
２．将来を見据えた子育て・教育環境の充実と生涯学習について 森本　貴之

15 １．竹口町長２期目の方針を問う
２．空き家問題 大杖　正彦

16 １．空き家対策に関して町民等との連携
２．大山口駅前の俯瞰的な町の計画は 豊　哲也

17 １．企業誘致について
２．急速に進展するデジタル社会への対応について 門脇　輝明

18 １．町のビジョンや戦略が軽視されていないか
２．町として、今後、どのような転入者を積極的に呼ぶのか 小谷　英介

19
１．学校教育の現状と課題
２．学校給食費の無償化について
３．硝酸態窒素による水質汚染について

近藤　大介

20 １．防災対策について
２．特産農産物の振興について 大原　広巳

21 １．住民参画はどこにいったのか
２．コロナ支援を住民目線で 西本　憲人

22
１．コロナ対策はさらに万全を
２．町議選の投票率を上げるために
３．補聴器の購入に助成を
４．西部広域ごみ処理「基本構想（案）」を再び問う

大森　正治

23 １．所信表明を問う
２．認知症対策に注力を 岡田　聰

24
１．梨の被害と対策について 池田　幸恵

１．イメージを下げる町づくりについて 野口　俊明

25 １．働き世代の体力向上について 島田　一恵

議事録は、議会事務局議事録は、議会事務局
や議会ホームページでや議会ホームページで
閲覧できます。閲覧できます。

あなたの� を町政町政に声声
15人が町長・教育長・選挙管理
委員長に一般質問を行いました。

◆一般質問とは◆一般質問とは
　議員の日常活動と調査研究、住民の声や
自身の考え方をもとに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

　議会だよりでは、スペースの都合上、質問
と答弁が要約してありますので、臨場感ある
本会議場での傍聴をお待ちしております。
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杉谷　洋一 議員杉谷　洋一 議員

高齢者が心豊かに
　　　過ごせる町とは

ニーズに応じた取り組みが必要だ
【
杉
谷
】
高
齢
者
が
健
康

で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の

食
生
活
調
査
は
。

【
町
長
】
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

【
杉
谷
】
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
役
場
の
保
健
師
や

栄
養
士
に
よ
る
、
健
康
・

食
生
活
改
善
の
集
落
巡
回

座
談
会
は
。

【
町
長
】
要
望
が
あ
る
集

落
に
出
か
け
、健
康
教
育・

食
生
活
改
善
な
ど
の
講
習

を
実
施
予
定
で
あ
る
。

【
杉
谷
】
子
育
て
施
策
と

高
齢
者
施
策
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
施
策
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
行
政
が
高
齢
者

世
帯
に
出
向
い
て
い
く
支

援
策
を
充
実
さ
せ
る
。

【
杉
谷
】
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
の
診
療

所
の
充
実
は
。

【
町
長
】
今
後
、
高
齢
化

が
進
み
訪
問
診
療
な
ど
が

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
。

　
関
係
者
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
る
。

【
杉
谷
】
本
町
に
は
豊
か

な
自
然
環
境
な
ど
多
く
の

宝
が
あ
る
。
若
者
定
住
に

つ
な
が
る
環
境
整
備
は
。

【
町
長
】
官
民
連
携
に
よ

る
、
賃
貸
住
宅
建
設
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
杉
谷
】
若
者
参
加
型
の

施
策
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】「
子
ど
も
と
楽
し

い
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
む
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
に
努
め
る
。

【
杉
谷
】
企
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
創
出
は
。

【
町
長
】
雇
用
創
出
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

企
業
に
対
し
営
業
活
動
を

進
め
て
い
く
。

【
杉
谷
】
子
育
て
環
境
の

整
備
と
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
は
。

【
教
育
長
】
令
和
４
年
度

か
ら
始
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
充

実
さ
せ
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

輪投げを楽しむ高齢者

町長

若
者
に
魅
力
あ
る

�

定
住
施
策
は

暮
ら
し
や
す
い

　
　
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

町長

便利で生活しやすい分譲団地
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吉原　美智恵 議員吉原　美智恵 議員

関係人口増への取り組みは

ワーケーションを進める
【
吉
原
】
関
係
人
口
と
は

移
住
者
で
も
な
く
、
観
光

だ
け
の
人
で
も
な
い
、
地

域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ

る
移
住
の
き
っ
か
け
と
な

る
人
た
ち
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

地
方
の
価
値
が
高
ま
っ
て

い
る
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
が
今
後
の
展
開
は
。

【
町
長
】
東
京
の
「
ワ
ー

ク
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
」
と
連

携
協
定
を
結
ん
だ
。
滞
在

し
な
が
ら
課
題
解
決
や
地

域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
活
動
を
し
て
も
ら

う
。

　
休
暇
先
で
テ
レ
ワ
ー
ク

を
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
関
係
人
口
増
へ
つ
な
げ

て
い
く
。

【
吉
原
】
本
町
は
自
然
と

食
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

景
観
も
大
切
で
あ
る
。
荒

れ
た
里
山
や
空
き
家
は
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
。

　
林
業
も
国
産
材
の
価
格

が
上
が
り
、
森
林
整
備
の

重
要
性
も
増
し
て
い
る
。

　

景
観
に
対
す
る
施
策

は
。

【
町
長
】
ど
ち
ら
の
問
題

も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
吉
原
】
世
の
中
は
、
い

よ
い
よ
５
Ｇ
と
い
う
高
速

な
モ
バ
イ
ル
通
信
へ
と
向

か
い
、
携
帯
電
話
に
や
っ

と
慣
れ
た
高
齢
者
が
、
有

無
を
言
わ
さ
ず
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
移
行
さ
せ
ら
れ

る
。

　
町
内
に
は
公
衆
電
話
は

ほ
と
ん
ど
無
く
、
外
出
時

に
は
、
携
帯
電
話
は
手
放

せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入

に
つ
い
て
は
、
店
頭
で
の

説
明
不
足
や
使
用
方
法
の

不
安
な
ど
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。

　
購
入
や
使
用
方
法
に
つ

い
て
の
行
政
支
援
は
。

【
町
長
】
各
携
帯
会
社
や

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

支
援
を
検
討
す
る
。

【
吉
原
】
運
転
免
許
返
納

に
と
も
な
う
更
な
る
支
援

策
は
。

【
町
長
】
免
許
返
納
者
に

は
、
電
動
車
イ
ス
の
購
入

補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

【
吉
原
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
、
独
居
や
高
齢
者
世

帯
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。

　
ま
た
、
免
許
返
納
者
の

要
望
に
は
、
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
多
様
な
支
援
を

検
討
す
る
。

荒れた景観への対策を

町長

高
齢
者
へ
の
配
慮
施
策
は

多
様
な
支
援
を
検
討
す
る

町長

電動アシスト三輪車もある
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森本　貴之 議員森本　貴之 議員

大山支所芝生広場の整備を
ベンチは
　　設置に向け調整する

【
森
本
】
子
ど
も
か
ら
ご
年

配
の
人
ま
で
、
み
ん
な
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
は
重
要
で
あ
る
。

　

大
山
支
所
南
側
の
芝
生

広
場
に
ベ
ン
チ
や
遊
具
の
設

置
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
集

い
の
場
と
し
て
の
整
備
を
検

討
し
な
い
か
。

【
町
長
】
ベ
ン
チ
設
置
に
向

け
て
調
整
し
た
い
。

　

遊
具
の
設
置
は
、
今
後

検
討
す
る
。

【
森
本
】
公
共
施
設
官
民

連
携
事
業
で
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
の
現
状
と
展
開

は
。

【
町
長
】
職
員
向
け
勉
強
会

や
事
業
計
画
検
討
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
実
施
し
、
並
行
し

て
、事
業
者・住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
官
民
連
携
の
住
宅
建

設
を
進
め
る
。

【
森
本
】
防
災
力
強
化
に
お

い
て
、
外
部
団
体
や
企
業
と

の
連
携
の
現
状
と
課
題
は
。

【
町
長
】
本
町
は
災
害
時
に

お
け
る
協
定
を
、
国
・
県
・

県
内
外
の
自
治
体
や
企
業

な
ど
の
団
体
と
、
29
の
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
物
流
や

食
料
の
確
保
な
ど
の
分
野

の
新
た
な
締
結
が
必
要
だ
。

【
森
本
】
本
町
を
次
世
代

へ
つ
な
げ
る
た
め
に
多
様

化
す
る
社
会
に
求
め
ら
れ

る
人
材
育
成
な
ど
、
多
く

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女

性
活
躍
、
男
性
の
家
事
育

児
割
合
を
高
め
る
た
め
の

具
体
施
策
と
課
題
は
。

【
町
長
】
新
た
な
具
体
策

は
担
当
課
や
関
係
者
な
ど

と
協
議
し
て
進
め
る
。

　
性
別
や
年
齢
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
意
思
決
定
の

場
に
参
画
で
き
る
環
境
と

意
識
づ
く
り
が
重
要
だ
。

【
森
本
】
本
町
に
お
い
て
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
ど
う

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

か
。

【
教
育
長
】
近
年
、
社
会

の
複
雑
化
・
多
様
化
が
進

み
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
で
仕
事

の
あ
り
方
も
変
わ
る
。
そ

の
な
か
で
、
就
労
し
て
か

ら
も
仕
事
に
関
わ
る
知
識

を
増
や
し
、
学
び
直
し
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

【
森
本
】
ど
の
よ
う
な
視

点
で
図
書
館
機
能
強
化
を

進
め
る
か
。

【
教
育
長
】
検
討
と
見
直

し
を
重
ね
な
が
ら
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
高
め

る
こ
と
で
支
援
体
制
を
整

え
て
い
く
。

施設の有効活用を

町長

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は

　
　
　
　
　
　
ど
う
あ
る
べ
き
か

知
識
を
増
や
す

　
　
学
び
直
し
は
重
要
で
あ
る

教育長

新たな支援体制が進む図書館
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大杖　正彦 議員大杖　正彦 議員

楽しさ自給率の
　　　　高い町とは

誰もが暮らしやすい町である
【
大
杖
】
町
⾧
は
所
信
表

明
で
、
人
口
減
少
対
策
を

訴
え
、
令
和
２
年
度
は
本

町
の
人
口
社
会
増
を
大
き

な
成
果
と
し
、
政
策
５
本

柱
で
暮
ら
し
や
す
い
町
を

示
し
て
い
る
。

　
本
町
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

【
町
長
】
所
信
表
明
で
述
べ

た
政
策
５
本
柱
を
も
と
に
、

子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
ま

で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

町
づ
く
り
を
進
め
、
楽
し

さ
自
給
率
の
高
い
ま
ち
を

め
ざ
す
。

【
大
杖
】
第
一
次
産
業
に

つ
い
で
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
観
光
業
で
は
、
ウ

イ
ン
タ
ー
に
頼
ら
な
い
通

年
の
対
策
を
考
え
る
と
答

弁
し
た
が
、
具
体
的
な
施

策
は
。

【
町
長
】
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

の
観
光
地
と
し
て
、
ア
ウ

ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大

山
の
磨
き
上
げ
を
は
か
り
、

山
側
だ
け
で
な
く
海
側
の

観
光
資
源
を
作
り
込
み
、

町
内
周
遊
で
き
る
環
境
整

備
に
取
り
組
む
。

【
大
杖
】
報
道
で
、
本
町

の
空
き
家
率
改
善
が
全
国

一
の
自
治
体
と
紹
介
さ
れ

た
が
、
現
実
は
住
民
か
ら

苦
情
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。

　
町
⾧
の
認
識
は
。

【
町
長
】
本
町
が
空
き
家

バ
ン
ク
の
運
営
・
移
住
相

談
窓
口
を
外
部
に
設
置

し
、
空
き
家
対
策
事
業
に

加
え
、
人
口
減
少
対
策
が

か
み
合
い
、
移
住
定
住
が

促
進
さ
れ
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

【
大
杖
】
周
辺
住
民
か
ら

苦
情
の
あ
る
崩
壊
・
不
審

者
侵
入
・
火
災
の
心
配
が

あ
る
危
険
な
特
定
空
き
家

の
解
決
策
は
。

【
町
長
】
特
定
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
特
定
に
拘こ
だ
わら

ず
所
有
者
へ
改
善
の
助
言

や
文
書
の
送
付
、
空
き
家

等
対
策
協
議
会
で
専
門
識

者
や
県
関
係
部
署
か
ら
助

言
で
特
別
措
置
法
に
も
と

づ
き
、
問
題
解
決
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。

　
解
決
策
と
し
て
、
早
急

に
所
有
者
へ
改
善
依
頼
を

行
う
。
除
却
費
用
の
助
成

制
度
も
あ
る
の
で
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

集客を増やしたい大山参道

町長

危
険
な

　
　「
特
定
空
き
家
」
の
対
応
は

特
別
措
置
法
に
も
と
づ
き
進
め
る

町長

危険な空き家の除却が求められる（写真はイメージです）
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豊　哲也 議員豊　哲也 議員

空き家対策で
　　　　　町民との連携は

奨励金で掘り起こしを
　　　　　　��進めている

【
豊
】
空
き
家
の
掘
り
起

こ
し
、
空
き
家
の
家
財
の

整
理
な
ど
に
関
し
て
、
自

治
会
・
地
域
自
主
組
織
と

の
連
携
の
現
状
は
。

【
町
長
】
本
町
空
き
家
登
録

奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
掘
り
起
こ
し
を
進
め
て

い
る
。

　
空
き
家
の
家
財
整
理
に

つ
い
て
は
移
住
定
住
助
成

金
で
処
分
費
を
助
成
対
象

と
し
て
い
る
。

【
豊
】
具
体
的
な
数
字
は
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
助
成

金
の
利
用
が
３
件
、
奨
励

金
は
近
年
０
件
で
あ
る
。

【
豊
】
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
を
活
用
し
、
空
き
家
法

に
つ
い
て
町
民
に
周
知
し

て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
報
の
特
集
な
ど

で
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
豊
】
不
動
産
業
者
や
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
、
民

間
企
業
と
連
携
し
て
成
果

を
上
げ
て
い
る
事
例
が
あ

る
。

　
本
町
で
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
本
町
の
空
き
家
情

報
を
民
間
不
動
産
業
者
も

重
複
登
録
で
き
、
成
果
を

あ
げ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と

の
連
携
は
今
後
検
討
す
る
。

【
豊
】
町
民
に
夢
の
あ
る

住
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

と
、
土
地
の
資
産
運
用
の

観
点
か
ら
、
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。

　
特
に
大
山
口
駅
周
辺
は

新
興
住
宅
地
が
増
え
て
い

る
が
、
道
路
・
公
園
整
備

な
ど
の
⾧
期
的
な
計
画

は
。�

【
町
長
】
新
規
の
道
路
や
公

園
の
建
設
予
定
は
な
い
。

【
豊
】
大
山
口
駅
、
役
場

大
山
支
所
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
３
０
０
ｍ

以
内
は
第
３
種
農
地
と
な

り
、
比
較
的
他
の
用
途
へ

使
い
や
す
い
土
地
と
な
る

が
、
そ
う
し
た
土
地
を
持

つ
人
と
の
連
携
は
。

【
町
長
】
事
業
に
応
じ
て

そ
の
都
度
、
土
地
の
所

有
者
と
連
携
を
取
っ
て
い

く
。�

【
豊
】
公
共
空
間
デ
ザ
イ

ン
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

【
町
長
】
具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
施
設
が
集

ま
っ
て
い
る
環
境
を
生
か

し
て
住
み
や
す
い
エ
リ
ア

に
な
る
よ
う
磨
き
を
か
け

て
い
き
た
い
。

【
豊
】
道
路
な
ど
、
⾧
期

的
な
計
画
が
な
い
と
町
が

つ
ぎ
は
ぎ
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
そ
の
都
度
の
対

応
に
な
る
。

空き家をリフォームした家

町長

大
山
口
駅
周
辺
の

�

俯ふ

瞰か
ん
的
な
計
画
は

新
規
道
路
・
公
園
の
計
画
は
な
い

町長

発展が見込まれる駅周辺
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門脇　輝明 議員門脇　輝明 議員

企業誘致の用地開発は

検討を進めている

【
門
脇
】
最
大
の
課
題
は
人

口
減
少
だ
。
こ
の
課
題
を

克
服
す
る
た
め
に
は
若
者

が
働
く
場
所
が
必
要
だ
。

　
積
極
的
に
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
町
長
】
新
た
な
雇
用
創

出
や
産
業
発
展
の
た
め
、

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
町
民
や
周
辺
住
民
が
就

職
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
企
業
を
中
心
に
、
誘

致
を
進
め
る
。

【
門
脇
】
高
田
工
業
団
地
が

完
売
と
な
っ
た
今
、
企
業

を
誘
致
す
る
た
め
の
用
地

開
発
の
新
た
な
計
画
は
。

町長

用地が完売した高田工業団地

　
ま
た
、
大
山
Ⅰ
Ｃ
工
業

団
地
の
活
用
は
。

【
町
長
】
大
山
Ⅰ
Ｃ
工
業

団
地
に
は
新
た
な
企
業
誘

致
は
し
な
い
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
高
田
工
業
団
地

周
辺
で
用
地
確
保
が
で
き

な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。

【
門
脇
】
い
つ
頃
の
用
地
整

備
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
可
能
な
限
り
早

く
。
可
能
性
を
検
討
し
た

い
が
、
周
辺
へ
の
影
響
な

ど
も
考
慮
し
て
、
慎
重
か

つ
迅
速
に
進
め
て
い
き
た

い
。

【
門
脇
】
国
は
デ
ジ
タ
ル

庁
を
中
心
に
先
進
的
な
政

策
を
打
ち
出
し
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
地
域
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
構
想
や

計
画
の
策
定
は
。

【
町
長
】
基
本
構
想
や
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

の
情
報
化
が
求
め
ら
れ
る

と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
遅

れ
な
い
よ
う
に
、
県
な
ど

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

【
門
脇
】
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
に
対
す
る
補

助
制
度
を
検
討
で
き
な
い

か
。

【
町
長
】
す
で
に
必
要
な

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

【
門
脇
】
令
和
２
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
家
庭
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で

き
な
い
児
童
生
徒
は
、
全

家
庭
の
約
１
割
と
な
っ
て

い
る
。

　
教
育
環
境
を
保
障
す
る

と
い
う
意
味
で
補
助
の
検

討
は
。

【
教
育
長
】
自
宅
に
持
ち

帰
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う

よ
う
で
あ
れ
ば
、
ル
ー

タ
ー
を
貸
し
出
す
な
ど
学

習
の
格
差
が
な
い
状
況
に

し
た
い
。

地
域
デ
ジ
タ
ル
化
の

�

基
本
構
想
や
計
画
は

策
定
し
て
い
な
い

町長

タブレットにより議会もデジタル化
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小谷　英介 議員小谷　英介 議員

本町の戦略が
　　　軽視されていないか

職員も納得の
　　総合的な戦略をつくる

【
小
谷
】
本
町
の
総
合
戦

略
（
大
山
町
し
ご
と
・
ひ

と
・
く
ら
し
創
生
総
合
戦

略
）
の
重
要
性
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
攻
め
の
計
画
と

認
識
し
て
い
る
。

【
小
谷
】
内
容
を
み
る
と

「
移
住
者
を
増
や
す
た
め

に
、
家
庭
の
ご
み
の
処
分

量
を
減
ら
す
」
な
ど
、
お

か
し
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

【
町
長
】
過
去
に
作
成
さ

れ
た
計
画
に
ひ
き
ず
ら
れ

て
い
る
た
め
、
無
理
の
あ

る
つ
く
り
に
な
っ
て
い

る
。

【
小
谷
】
各
取
り
組
み
の

背
景
や
具
体
的
な
施
策
の

記
述
が
な
く
、
戦
略
に
リ

ア
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
な

い
。

　
町
民
や
職
員
が
納
得
し

て
、
目
標
達
成
へ
動
け
る

戦
略
に
計
画
し
な
お
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
地
方
創
生
の
総

合
戦
略
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

別
途
つ
く
り
た
い
。

　
現
在
、
各
課
ご
と
に
戦

略
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
そ
れ
を
総
合

的
な
戦
略
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
で
、
役
場
の
機
能

を
し
っ
か
り
動
か
し
て
い

き
た
い
。

【
小
谷
】
町
と
し
て
住
宅

の
確
保
に
か
け
ら
れ
る
予

算
も
限
ら
れ
る
な
か
で
、

本
町
へ
の
移
住
希
望
の
問

い
合
わ
せ
が
か
な
り
増
え

て
き
て
い
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
転
入
者
を
積
極

的
に
呼
ぶ
の
か
。

【
町
長
】
特
定
の
人
に
限
っ

て
移
住
を
推
進
す
る
考
え

で
は
な
く
、
希
望
す
る
人

を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
。

【
小
谷
】
特
定
の
人
を
排

除
す
る
必
要
は
な
い
が
、

町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
欠

か
せ
な
い
人
、
例
え
ば
一

次
産
業
従
事
者
を
積
極
的

に
呼
び
込
む
た
め
の
住
宅

を
整
備
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
特
定
の
人
に
絞

り
込
ん
だ
施
策
を
す
る

と
、
そ
れ
以
外
の
人
が
必

要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

そ
う
い
う
こ
と
は
し
な

い
。

【
小
谷
】
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
町
⾧
の
所
信
表
明

な
ど
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促

進
と
い
う
表
現
が
あ
る

が
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
に
も

配
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
Ｕ
タ
ー
ン
と
い

う
表
現
を
使
っ
て
い
る
が

Ｕ
タ
ー
ン
し
か
積
極
的
に

誘
致
を
し
な
い
と
い
う
考

え
で
は
な
い
。

「攻めの戦略」町民への浸透度は

町長

ど
ん
な
転
入
者
を

�

積
極
的
に
呼
ぶ
の
か

希
望
す
る
人
を

　
　
幅
広
く
受
け
入
れ
る

町長

Ｕターン：�大山町内で育った人が、
一度町外へでてから戻っ
てくること

Ｉターン：�町外出身の人が大山町に
移住してくること
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近藤　大介 議員近藤　大介 議員

学校教育の課題は

マンパワーが不足している

【
近
藤
】
本
町
の
学
校
教
育

に
つ
い
て
、
教
育
環
境
の

優
れ
て
い
る
点
、
不
足
し

て
い
る
点
は
。

【
教
育
長
】
本
町
は
、
日
本

海
か
ら
大
山
山
頂
ま
で
の

豊
か
な
自
然
や
、
歴
史
的
・

伝
統
的
な
文
化
財
が
多
く

あ
り
、
そ
の
資
源
を
活
用

し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

子
ど
も
達
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
一
方
で
、「
多
様
な
学
び

の
場
」
の
整
備
や
、
適
切

な
就
学
指
導
の
重
要
性
が

言
わ
れ
、
一
人
一
人
の
特
性

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

な
か
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

【
近
藤
】
課
題
解
決
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
今
年
度
は
学
習

支
援
員
の
増
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

学
習
支
援
員
の
新
設
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、各
学
校
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
適
切
な
人

員
配
置
に
努
め
て
い
く
。

【
近
藤
】
光
徳
地
区
に
お

い
て
、
硝
酸
態
窒
素
及
び

亜
硝
酸
態
窒
素
に
よ
る
、

地
下
水
の
水
質
汚
染
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　
町
行
政
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
ど
う
対

応
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
事
業
所
の
井
戸

水
か
ら
、
基
準
を
超
え
る

硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸

態
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

汚
染
源
の
特
定
は
で
き
て

い
な
い
。

【
近
藤
】
原
因
究
明
や
対

策
に
、
町
も
主
体
的
に
関

わ
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
各
機
関
と
連
携

し
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

教育長

無
償
化
が
少
子
化
対
策

�

に
な
る
根
拠
は

子
育
て
の
経
済
的

�

負
担
軽
減
が
重
要
だ

町長

豊かな水の恵みを未来に残すため

【
近
藤
】
学
校
給
食
費
を

無
償
化
す
る
こ
と
が
、
人

口
減
少
対
策
と
な
る
根
拠

は
。

【
町
長
】
子
育
て
の
経
済

的
負
担
と
出
生
率
に
相
関

関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

希
望
出
生
数
と
実
際
の
出

生
数
の
差
が
生
じ
る
大
き

な
要
因
と
し
て
、
子
育
て

の
経
済
的
負
担
が
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

【
近
藤
】
ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
に
し
て
い
る
が
、

制
度
が
な
く
な
っ
た
場
合

で
も
無
償
化
を
継
続
で
き

る
か
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
面
は
無
償
化
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

水質汚染の対策は
各機関と連携し協力する町長

無償化で子どもは増えるか…
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大原　広巳 議員大原　広巳 議員

コロナ禍での避難所は

避難時の感染予防につとめる

【
大
原
】
令
和
３
年
5
月
20

日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
災

害
基
本
法
で
、
避
難
情
報

の
発
令
基
準
が
一
本
化
さ

れ
た
。

　
今
後
の
対
応
は
。

【
町
長
】
レ
ベ
ル
４
で
の
避

難
勧
告
を
廃
止
し
、
避
難

指
示
に
統
一
さ
れ
た
。

　
レ
ベ
ル
３
で
も
、
高
齢

者
等
避
難
と
変
わ
っ
た
。

　
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た

が
、
空
振
り
を
お
そ
れ
ず
、

早
め
の
行
動
を
促
し
た
い
。

　
ま
た
広
報
だ
い
せ
ん
や
、

町
の
Ｈ
Ｐ
で
も
周
知
に
つ

と
め
て
い
く
。

【
大
原
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避

難
所
対
応
は
。

【
町
長
】
発
熱
者
や
濃
厚
接

触
者
が
出
た
場
合
、
他
の

避
難
者
と
隔
離
す
る
部
屋

が
必
要
と
な
る
。

　
保
健
師
や
運
営
職
員
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
し
っ

か
り
確
保
す
る
。

【
大
原
】
防
災
訓
練
や
講
習

会
の
予
定
は
。

【
町
長
】
感
染
状
況
を
見
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
想

定
し
た
避
難
所
運
営
訓
練

を
実
施
す
る
。

　
人
数
を
限
定
し
た
講
習

会
も
検
討
す
る
。

【
大
原
】
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
作
付
け
が
増
え
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
ネ

ギ
、
梨
、
和
牛
な
ど
に
次

ぐ
新
た
な
特
産
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

　
町
の
支
援
は
十
分
か
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
産
は

面
積
11
・
９
ha
、
出
荷
量

102
・
５
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
な
支
援
と
し
て
、
新

規
栽
培
者
に
栽
培
管
理
表

や
作
付
結
果
に
よ
る
記
帳

助
成
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
農
協
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
部
会
と
連
携
し

て
、
産
地
拡
大
を
め
ざ
す
。

【
大
原
】
本
町
に
は
、
ま
だ

ま
だ
少
量
多
品
目
農
産
物

が
多
い
。
一
品
で
も
多
く
、

次
世
代
に
残
し
て
行
き
た

い
が
対
応
は
。

【
町
長
】
大
山
恵
み
の
里
公

社
の
生
産
部
会
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
振
興
し
た
い
。

【
大
原
】
後
継
者
の
高
齢
化

な
ど
、
農
家
が
減
少
し
て

い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

る
が
、
農
協
や
普
及
所
な

ど
と
さ
ら
な
る
連
携
強
化

や
、
農
業
振
興
、
後
継
者

育
成
に
つ
と
め
て
い
く
。

一時避難所として活用したい

町長

少
量
で
も
特
産
化
で
き
な
い
か

公
社
な
ど
と
連
携
強
化
す
る

町長

産地化に期待がかかる
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西本　憲人 議員西本　憲人 議員

住民の声を
　　　きく気はあるのか

しっかりきいて
　　��向き合っていく

【
西
本
】
未
来
づ
く
り
10

年
プ
ラ
ン
（
総
合
計
画
）�

作
成
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
１
人
も
声
が
か
か

ら
ず
、
計
画
の
見
直
し
が

始
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

【
町
長
】
意
見
交
換
を
行

う
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
な
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト

で
意
見
を
う
か
が
っ
た
。

【
西
本
】
10
〜
70
代
ま
で

の
約
70
人
が
、
３
０
０
時

間
以
上
か
け
て
話
し
合
い

作
成
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
け
で
済
ま
せ
る
と
い

う
こ
と
か
。

【
町
長
】
現
状
に
合
わ
せ

た
軽
微
な
修
正
な
の
で
審

議
会
で
決
め
る
。

【
西
本
】
ま
ち
づ
く
り
会

⾧
時
代
も
い
く
ど
と
な
く

話
し
て
き
た
が
、
話
を
聞

い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

住
民
か
ら
も
話
し
を
聞
い

て
も
ら
え
な
い
と
よ
く
聞

く
。

　
ど
れ
だ
け
良
い
政
策
を

し
て
も
住
民
と
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

【
町
長
】
聞
い
て
い
る
つ

も
り
だ
が
、
人
に
よ
っ
て

そ
う
感
じ
る
人
も
い
る
と

思
う
。

　
指
摘
を
も
と
に
、
今
後

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
。

【
西
本
】
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
の
給
付
金
・
補
助
金
の

情
報
が
届
い
て
な
い
人

や
、
ｗ
ｅ
ｂ
で
し
か
手
続

き
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
が
。

【
町
長
】
補
助
事
業
な
ど

の
情
報
は
、
町
内
の
窓
口

で
回
答
が
で
き
る
体
制
で

あ
る
。

　
手
続
き
は
、
県
が
設
置

す
る
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。

【
西
本
】
県
設
置
の
セ
ン

タ
ー
の
み
で
は
、
足
り
て

な
い
と
住
民
の
声
が
あ
る

が
。

【
町
長
】
国
の
給
付
金
は

国
で
対
応
し
て
貰
わ
な
い

と
、
町
で
は
で
き
な
い
。

【
西
本
】
コ
ロ
ナ
対
策
の

支
援
は
緊
急
制
が
あ
る
。

国
だ
県
だ
と
言
わ
ず
に
町

独
自
で
行
う
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
で
き
な
い
こ
と
は

民
間
の
士
業
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
の
が
原
則
だ
。

【
西
本
】
士
業
利
用
の
支

援
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
、
雇

用
調
整
助
成
金
の
申
請
を

対
象
と
し
て
助
成
し
た
。

【
西
本
】
基
幹
産
業
の
農

林
水
産
業
で
も
使
用
で
き

ず
に
困
っ
て
い
る
人
が
い

る
。

【
町
長
】
現
状
把
握
の
う

え
検
討
し
て
い
く
。

楽しさ自給率を高める為に

町長

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
を

　
　
　
　
住
民
目
線
で

現
状
確
認
し
て
検
討
し
て
い
く

町長

申請手続きに困る高齢者
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大森　正治 議員大森　正治 議員

ごみ処理基本構想案を問う

基本方針に沿って進める

【
大
森
】
西
部
広
域
行
政

の
ご
み
処
理
基
本
構
想
案

は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

焼
却
し
発
電
す
る
熱
回
収

を
重
視
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
菅
政
権
が
掲
げ

た
２
０
５
０
年
ま
で
に�

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
方
針

に
反
す
る
。

　
ま
た
先
の
国
会
で
、
プ

ラ
ご
み
を
焼
却
す
る
熱
回

収
は
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
量
を
増
や
す｢
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
」
が
成
立
し
た
。

　
ご
み
発
電
を
見
直
す
よ

う
広
域
行
政
管
理
組
合
の

会
議
で
進
言
し
な
い
か
。

【
町
長
】
ご
み
減
量
化
と

循
環
型
社
会
・
脱
炭
素
社

会
形
成
を
推
進
す
る
基
本

方
針
に
沿
っ
て
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
発
言
の
必
要

が
あ
れ
ば
指
摘
し
た
い
。

【
大
森
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
分
別
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
よ
う
方
針
転
換

す
る
の
か
。

【
町
長
】
法
律
の
趣
旨
に

沿
っ
た
対
応
を
す
る
。

【
大
森
】
町
内
の
加
齢
性

難
聴
者
の
実
態
把
握
は
。

【
町
長
】
把
握
し
て
な
い
。

【
大
森
】
集
団
健
診
の
項

目
に
聴
力
検
査
も
入
れ
て

把
握
し
た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】
決
ま
っ
た
健
診

項
目
が
あ
る
。
受
託
業
者

も
い
る
の
で
、
相
談
し
て

み
た
い
。

【
大
森
】
聴
力
の
機
能
低

下
を
補
う
補
聴
器
は
高
価

で
あ
る
。
高
齢
者
支
援
と

し
て
補
聴
器
購
入
に
助
成

を
し
な
い
か
。

【
町
長
】
何
ら
か
の
支
援

が
で
き
な
い
か
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

町長

町
議
選
の
投
票
率
を

�

上
げ
る
た
め
に

良
い
事
例
を

　
　
　
研
究
す
る

選　管
委員長

種類は多いが高価な補聴器

【
大
森
】
投
票
率
低
下
は
民

主
主
義
の
根
本
問
題
だ
。

　
先
の
町
議
選
は
、
多
数

激
戦
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
投
票
率
は
過
去
最

低
の
68
・
８
％
、
前
回
比

で
６・97
％
も
の
急
落
だ
っ

た
。

　
投
票
率
下
落
の
要
因
は

何
だ
と
考
え
る
か
。

【
選
管
委
員
長
】
大
き
な
要

因
は
町
⾧
選
挙
が
無
投
票

と
な
り
、
町
議
選
だ
け
に

な
っ
た
こ
と
。
政
治
へ
の

無
関
心
や
高
齢
化
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。

【
大
森
】
投
票
率
ア
ッ
プ
の

た
め
の
対
策
は
。

【
選
管
委
員
長
】
広
報
啓
発

活
動
を
し
て
い
る
が
、
良

い
事
例
が
あ
れ
ば
研
究
し

導
入
を
検
討
す
る
。

補聴器の購入に助成を
支援を検討する町長

町議選は多数激戦だったが

こ
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
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岡田　聰 議員岡田　聰 議員

【
岡
田
】
使
い
に
く
い
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
抜
本
的
見

直
し
は
ぜ
ひ
実
行
す
べ
き

で
あ
る
。

　
ま
た
、
免
許
返
納
者
へ

の
助
成
は
、
シ
ニ
ア
カ
ー

に
加
え
3
輪
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
も
加
え
れ
ば
、

行
動
範
囲
が
広
が
り
、
健

康
維
持
に
も
有
効
だ
と
考

え
る
が
。

【
町
長
】
公
共
交
通
は
抜

本
的
見
直
し
に
向
け
て
調

整
し
て
い
き
た
い
。
シ
ニ

ア
カ
ー
の
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
、
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
3
輪
タ
イ
プ
に

限
り
補
助
の
検
討
は
進
め

て
み
た
い
。

【
岡
田
】
環
境
改
善
の
取

組
み
が
、
他
の
自
治
体
に

対
し
弱
い
の
で
は
。

【
町
長
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
取
り
組
み
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
は
、
今
後

の
事
業
展
開
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

【
岡
田
】
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
学
習
の
機
会
を
設
け
啓

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
に
向
け
て
啓
発
を
進

め
て
い
き
た
い
。

【
岡
田
】
国
民
の
３
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
化
社
会
で
誰
も
が

な
り
う
る
病
気
と
言
わ
れ

て
い
る
の
が
認
知
症
だ
。

　
予
防
な
ど
共
生
社
会
実

現
の
取
り
組
み
強
化
は
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
４
人
に
１
人
は
認

知
症
ま
た
は
予
備
軍
と
言

わ
れ
て
い
る
。
本
町
で

は
、
７
７
８
人
と
算
定
出

来
８
人
に
１
人
の
割
合
に

な
る
。
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
啓
発
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
適
度

な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
推
進
す
る
団
体

に
支
援
し
て
い
る
。

【
岡
田
】
運
動
習
慣
だ
け

で
な
く
、
知
的
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
認

知
症
予
防
に
有
効
と
言
わ

れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

導
入
を
し
な
い
か
。

【
町
長
】
ど
う
い
っ
た
活

用
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
岡
田
】
居
場
所
作
り
は
。

【
町
長
】
認
知
症
に
な
ら

れ
た
人
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
地
域
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
。みんなで取り組もう！認知症予防

デマンドバスの見直しを
抜本的見直しに向け
　　　　　調整したい町長

認
知
症
予
防
に

�

知
的
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ど
ん
な
活
用
が
で
き
る
か

　
　
　
　
　
　
検
討
し
た
い

町長

安全・便利な3輪電動アシスト自転車
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池田　幸恵 議員池田　幸恵 議員

野口　俊明 議員野口　俊明 議員

イメージを下げない
　　　　　　　町づくりは

必要な改善に取り組む考えだ

【
池
田
】
５
月
の
降
ひ
ょ

う
で
本
町
の
基
幹
産
業
の

梨
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。�

　
傷
が
大
き
く
出
荷
ラ
イ

ン
に
乗
れ
な
い
梨
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
学

校
給
食
な
ど
に
活
用
さ
れ

な
い
か
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税

訳
あ
り
返
礼
品
と
し
て
20

世
紀
梨
、
品
種
お
ま
か
せ

梨
の
２
種
類
を
つ
く
り
、

受
け
付
け
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
梨
選
果
場
や
教
育
委

員
会
と
協
議
し
、
食
材
の

調
達
・
調
理
が
可
能
と
な

れ
ば
活
用
し
た
い
。

【
野
口
】
町
政
を
担
う
上

で
、
イ
メ
ー
ジ
を
下
げ
な

い
（
落
と
さ
な
い
）
町
づ

く
り
の
考
え
は
。

【
町
長
】
町
民
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
現

状
維
持
で
は
な
く
、
必
要

な
改
善
に
取
り
組
む
考
え

で
す
。

【
池
田
】
選
果
場
の
運
営

経
費
は
生
産
者
の
利
用
料

で
賄ま
か
なわ
れ
て
お
り
、
こ
の

度
の
被
害
で
の
生
産
者
負

担
は
大
き
い
。

　
農
家
負
担
の
軽
減
策
と

し
て
運
営
経
費
を
支
援
し

な
い
か
。

【
町
長
】
秋
に
な
ら
な
い

と
農
家
被
害
の
状
況
が
わ

か
ら
な
い
。

　

運
営
状
態
を
確
認
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。�

　
県
の
緊
急
防
除
支
援
事

業
に
つ
い
て
一
部
負
担
を

行
う
こ
と
で
、
負
担
軽
減

に
努
め
た
い
。

【
野
口
】
町
民
か
ら
「
ト

イ
レ
が
汚
い
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
い
、
水

が
出
な
い
、
案
内
板
が
わ

か
ら
な
い
、
芝
の
管
理
が

悪
く
な
っ
た
、
対
応
が
下

手
」
と
の
声
が
あ
る
が
。

【
町
長
】
具
体
的
な
箇
所

を
確
認
の
上
、
対
応
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

降ひょうで傷を負った梨

改善が待たれるトイレの一つ

町長

梨選果場の運営経費を
　　　　　　　支援しないか

運営状態を確認し
　　　　　　検討したい町長
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島田　一恵 議員島田　一恵 議員

【
島
田
】
働
き
世
代
の
体

力
向
上
に
つ
い
て
、
名
和

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
町
営

の
ジ
ム
を
開
設
で
き
な
い

か
。

【
町
長
】
同
施
設
の
２
階

は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
が
設
置
さ
れ
、
１
階
は

ア
リ
ー
ナ
と
研
修
室
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
利
用

が
あ
る
。
冬
季
は
確
定

申
告
の
会
場
に
な
っ
て
い

る
。

【
島
田
】専
属
ト
レ
ー
ナ
ー

の
起
用
や
夜
間
利
用
、
使

用
料
が
安
け
れ
ば
利
用
し

や
す
く
な
る
の
で
は
。

【
町
長
】
本
町
で
は
民
間

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と

協
力
し
て
い
る
の
で
、
町

営
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。

【
島
田
】
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
も
、
民
間
だ
け
で
な

く
町
営
で
も
健
康
増
進
が

必
要
で
は
。

【
町
長
】
民
間
会
社
と
の

す
み
分
け
が
必
要
だ
が
、

事
業
者
と
連
携
す
る
こ
と

で
色
々
な
可
能
性
を
探
り

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。 気軽に使えるジム

働き世代の体力向上は
前向きに進めていく町長

5月

臨
時
会

コ
ロ
ナ
対
策
で

事
業
者
支
援

　
５
月
20
日
の
臨
時
会

で
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
審
議
し
可
決
し
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
関
連
す
る
予

ワ
ク
チ
ン
接
種

【
吉
原
議
員
】
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
で
、
副
反
応

を
心
配
し
て
接
種
を
た

め
ら
っ
て
い
る
町
民
も
い

る
が
。

【
健
康
対
策
課
長
】
町
内

で
は
今
の
と
こ
ろ
、
副

反
応
が
発
生
し
た
と
の

具
体
的
な
事
例
は
聞
い

て
い
な
い
。

　

心
配
な
人
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
、
県

や
看
護
協
会
が
開
設
し

て
い
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

子
育
て
支
援

【
池
田
議
員
】
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
で
、
申
請
が

必
要
な
人
へ
の
周
知

は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
児

童
扶
養
手
当
の
受
給

者
、
児
童
手
当
を
受

給
す
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
、
申
請
な

し
で
支
給
す
る
。

　
そ
の
他
の
人
は
申

請
が
必
要
で
、
国
の

制
度
が
わ
か
り
次
第

広
報
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化

【
近
藤
議
員
】
飲
食
店
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
の
内
容

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

対
象
に
な
る
か
。

　
ま
た
、宿
泊
・
飲
食
業

以
外
の
業
種
へ
の
支
援
は
。

【
企
画
課
長
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
た
め
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
導
入
費

用
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

際
の
広
告
宣
伝
費
用
な
ど

が
対
象
で
あ
る
。

　

他
業
種
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
と
連
携
し
別
に
考

え
て
い
き
た
い
。

テイクアウトの支援も開始

算
が
主
な
も
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
体
制
整

備
や
、
飲
食
店
な
ど
へ

の
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
予
算
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

質 疑
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全議員で「ひらかれた議会とは」というメインテーマのもと、熱い討論を繰り広げました。

全議  員での討論会‼全議  員での討論会‼
杉谷 議員
　日頃から住民の活動に
積極的に参加して、住民
の生の意見、要望を直接
聞いていく。10地区の議

員と語る会も、待つのではなく議員自
ら出向き意見を集める。より開かれた
攻めの議会をめざしていく。

吉原 議員
　執行部の監視だけでは
なく、町民の要望や声を聴
き、修正案や政策を提案
していく議会が必要であ

る。町民の意見を聴く仕組みづくりが重
要。各種団体への意見交換をしていくこ
とで住民目線の議会をめざしていく。

西本 議員
　議員は何をやっている
かわからないのが現状だ。
この討論会に住民がいな
いのはナンセンスだと思

う。議会だよりは素晴らしいが情報交
換の手段が変わってきている。S�N�Sな
どの取り組みもあるが不備がまだ多い。

小谷 議員
　既にいろんな情報が公
開はされているが、町民
がその情報をキャッチし
ないのはなぜか。それは

つまらないから。町民が自ら調べたい
と思うように、おもしろくするのがポ
イントだ。

豊 議員
　議員に意見を言う人は
現在限られている。あま
り声をあげない人、特に
子どもや、活発に地域行

事に参加されない人の声を拾う意識が
重要だ。楽しそう、面白そうと思って
もらえる、親しみやすい議会の雰囲気
づくりをしていきたい。

岡田 議員
　町民に信頼される議会
にしていくことが重要だ。
情報公開、住民参加、議
会機能の強化の３つを軸

にしていかなければならない。執行部が
提案する案に反対する際には、代案を用
意することが町民の信頼につながる。

森本 議員
　自分も地域自主組織か
あら山での活動をしてい
るが、自分の活動がまだ
まだの現状である。

　コロナ禍においては新しい生活様式
のもと、日々新しい常識が飛び込んで
きている。積極的な議会改革に向かわ
なければならないと思っている。

池田 議員
　行政区域の範囲が以前
は狭く、情報を得やすかっ
たが、行政区も広くなり、
顔と顔を合わせる機会が

少なくなった。いろいろな現場へ出向
いていって声を拾っていくことが重要
である。

大杖 議員
　議員はがんばっている。
ただやり方が適当でな
かったのかもしれない。
　町長と議員だけではな

く町民が参加して政策を考えていかな
ければいけない。
　交流会、意見交換会を数多く開くこ
とが重要だ。

大原 議員
　多数の意見を吸い上げ
るのはもちろん、採決に
あたり少数派の意見も
しっかりと聞くことが重

要だ。なかなか出会えない人、話す機
会のない人に常にアンテナをたて普段
活動しなければいけない。

野口 議員
　大山町議会は、開かれ
た議会ではないというこ
とではなく、議員は一般
質問など町民の声を聴い

て質問している。町民の声を聴いて活
動しているので、多様な意見が出てい
る。半径100mの意見を聞いていると
ころを200mにしていきたい。

門脇 議員
　町民から議会へ要望な
どを伝える機会を考える
と、議会への陳情、議員
と語る会への参加などが

あるが、まだまだ十分とはいえず、住
民の声を議会が聞いていないと思われ
ても仕方がない。もっと機会を増やし
ていかなければならない。

大森 議員
　住民に開かれた議会は、
議会で起こっていること
や行政の状況などの情報
提供が重要である。その

中でも議会だよりは有効なツール。審
議結果の公表が非常に良かった。

近藤 議員
　議員がもっと町民のも
とに出かけていくことを考
えていかなければいけな
い。

　区長会などに出向く、オンラインで意
見を伺うというのもあっていいと思う。
　政策サポーターとして、町民に参画し
てもらうという取り組みもいいと思う。

島田 議員
　まちづくりに長年かか
わっている。本町には10
カ所の地域自主組織があ
り、そこに参加すること

で現場の声をしっかり聞くことができ
る。高齢者と子どもたちが一緒に問題
解決にあたることで、つながりが生ま
れてくることが重要では。

テーマ1�

より住民目線の
　　　�議会のために
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全議員で「ひらかれた議会とは」というメインテーマのもと、熱い討論を繰り広げました。

全議  員での討論会‼全議  員での討論会‼
杉谷 議員
　江府町の議会は定員割れ
し、ある議員はいろんなこと
をやって頑張ってきたが、町
民に議会の中が見えてこない

ことが残念だと話していた。耳の痛くなる意
見があるが、それが頭にくるようでは議員失
格で、しっかりと声を聴いていきたい。

吉原 議員
　議会傍聴者向けに詳し
い資料を用意したほうが
いい。議会の開催時間も
夜間や週末など、町民が

参加しやすい時間帯があるとよい。議
員と語る会も、テレビや議場を使って
いくのもよい。

西本 議員
　今出てきている討論の内
容を、具体化するだけで議
会は良くなると思う。議員
は思っている以上に活動し

ている。それが町民に伝わってないのが残
念だ。議員としての活動以外のことで、親
しみを持ってもらうことも大切である。

小谷 議員
　町民に議会だよりを読
んだ感想を聞く、議会だ
よりモニター制度を検討
してはどうか。議会だよ

りの内容の向上をはかるだけでなく、
町政について幅広い意見を聴く機会に
したい。

豊 議員
　人と人とのコミュニケー
ションが時代とともに変
わってきている。ぜひ今、
このテレビをご覧いただい

ている人はSNSで議員とつながっていた
だきたい。新しい議会と町民との関係性
を築いていければと思う。

岡田 議員
　町民の声を提言にまとめ
ることをすべきだと思う。議
員と語る会も参加人数が少
ないのが悩みだが、議員か

ら出向いていくことが重要である。もっと
多くの町民と語る機会を作っていきたい。

森本 議員
　住民とのギャップが、ど
こで生まれているのかとい
う視点も重要。他の議員が
言われるように議員自体も

努力している。事業を評価していくよう
な事務事業評価や、タブレットも議会に
導入されている。人と人の対話が重要だ。

池田 議員
　今日は素晴らしい意見
がたくさん出たので、チー
ム大山として進めていけ
ればいい議会になると思

う。大山町議会のテーマとして続けて
いくことこそ重要だと考える。

大杖 議員
　町民の声を一つでも多
く政策に反映させること
こそ重要だ。町民と歩む
議会になるにはこれから

の４年間、身近に数多くの懇談会、交
流会を開いていきたい。

大原 議員
　一つの議案に対して３つ
や４つの意見が出る。その
中で結果は一つだけだ。少
数の意見を多数の人達が受

け入れる余裕が必要。
　価値観を協議する上で、世代間の違いも
さまざまなテーマごとに議論していきたい。

野口 議員
　議員と語る会は、興味
があっても参加しなかっ
た人もいると思うが、参
加する人が限られて、特

定の人の意見ばかりになってしまうこ
とは改革したい。

門脇 議員
　１つは議会モニター制度
を導入し、議会傍聴後に
レポートを書いてもらう有
償のモニターがいい。また、

議員と意見を交わす場をネット上に作る
のがいいのではないか。

大森 議員
　コロナ禍で議員と語る
会ができてなかったが、
オンラインなどで再開し
ていきたい。

　議会だよりは町民が掲載される部分
を増やし、町勢をクイズにするのも面
白い。

近藤 議員
　議会モニターに賛同の
議員が多かったので、ぜひ
実現させていきたい。
　役場３階の議員控え室

も眺望が良いので、町民とそこで懇談し
ていくのも良いと思う。

島田 議員
　議会だよりをどれくら
い読んでいるかアンケー
トなどを実施して、協力
してくれた人には議員控

え室でお茶を飲む券を渡すなども良い
と思う。女性議員と語る会をやってい
きたい。

杉谷 議員
　議員と語る会など一人
でもきてもらえれば大成
功と言う立場に立てば、
その輪が広がっていく。

西本 議員
　人が集まらないという話
がでたが、参加人数が少な
ければ、議員自ら声をかけて
参加してもらうべき。

森本 議員
　コロナ禍なので、より建設的な議論
が必要。議場を活用したテレビ会議な
ど、そういった新しいことをするいい
きっかけになるのでは。

　コロナ禍で休止してい
る議員と語る会の開催や
さらなる改革が必要では
ないか。6 月定例会後、
具体的に日程を組んで動
いていく。町民のもとに
出向き、汗をかくことが
重要だ。� （米本議長）

ま と め

テーマ2�

町民とともに歩む
　　　　�議会のために

テーマ3�

町民との距離を
　　�縮めるためには
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皆
さ
ん
の
活
動
で
の
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◎
大
山
婦
人
会

会
長
　
遠
藤
幸
子
さ
ん

　
町
の
施
設
利
用
は
女
性
が
多

い
。
し
か
し
老
朽
化
や
利
用
制

限
な
ど
で
、
各
種
団
体
が
活
躍

で
き
る
場
所
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。

◎
美
野
梨
つ
く
し
グ
ル
ー
プ

代
表
　
野
間
京
子
さ
ん

　
梨
生
産
者
な
の
で
、
出
荷
ロ

ス
を
活
用
し
６
次
産
業
を
し
て

い
ま
す
。

　
町
の
施
設
が
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
改
修
費
が
高
額
な
の
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
利
用

で
き
る
施
設
が
減
っ
て
い
く
の

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
押
平
女
性
会

副
会
長
　
吉
原
美
智
恵
さ
ん

　
各
団
体
た
く
さ
ん
の
要
望
が

あ
り
ま
す
が
、
女
性
団
体
と
し

て
要
望
を
集
約
し
、
声
を
上
げ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎
大
山
女
性
の
会

会
長
　
桑
原
可
菜
子
さ
ん

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
女
性
の
潜
在
能
力
を
生
か

す
こ
と
は
大
切
で
す
。

　
活
動
に
対
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
不
足
を
感
じ
ま
す
。

◎
な
か
や
ま
女
性
会
議

会
長
　
松
信
多
榮
子
さ
ん

　
集
落
の
寄
り
合
い
も
家
庭
内

の
会
話
が
な
け
れ
ば
情
報
の
共

有
不
足
を
感
じ
ま
す
。

　
女
性
が
区
⾧
に
な
れ
な
い
集

落
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
今
思
う
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

◎
大
山
婦
人
会

会
計
　
浅
田
妙
子
さ
ん

　
女
性
の
意
見
を
聴
い
て
く
れ

る
男
性
も
い
ま
す
。
ど
う
せ
ダ

メ
だ
と
引
き
下
が
る
の
は
女
性

の
い
け
な
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
男
性
も
応
援
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
女
性
も
意

見
を
言
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

◎
御
来
屋
地
区
婦
人
会

榧
野
せ
つ
子
さ
ん

　
日
中
に
会
を
開
催
す
る
と
な

れ
ば
、
働
い
て
い
る
人
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

　
会
議
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
だ

れ
も
が
参
加
し
や
す
い
時
間
帯

で
の
開
催
が
良
い
と
思
う
。

◎
な
か
や
ま
女
性
会
議

会
員
　
尾
古
満
子
さ
ん

　
夫
婦
間
も
対
等
で
あ
る
べ
き
。

主
人
と
呼
ぶ
の
で
は
な
く
お
互

い
の
名
前
で
呼
び
合
っ
て
い
ま

す
。

　
主
張
す
べ
き
時
は
、
気
持
ち

を
十
分
伝
え
る
べ
き
で
す
。

◎
食
生
活
改
善
推
進
名
和
支
部

中
上
寛
子
さ
ん

　
以
前
に
比
べ
る
と
、
女
性
に

対
す
る
意
識
が
徐
々
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
声
を
上
げ
る
こ
と
で
、
集
落

の
課
題
も
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

町
内
の
輝
く
女
性
に
聴
く

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
の
1

週
間
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で

す
。
そ
こ
で
町
内
で
活
躍
さ
れ
る

女
性
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

利活用を進めたい町内の農産物加工施設利活用を進めたい町内の農産物加工施設

特集
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日
本
女
性
会
議
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

◎
大
山
婦
人
会

会
長
　
遠
藤
幸
子
さ
ん

　
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
で
解
決
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
内
最
大
の
会
議
で
、

全
国
か
ら
約
２
０
０
０
人
が
集

ま
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
男
性
の
参
加
者

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

◎
大
山
女
性
の
会

会
長
　
桑
原
可
菜
子
さ
ん

　
分
科
会
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
の
男
女
差
な
ど
の
解
消

に
つ
い
て
学
べ
る
場
で
す
。

　
女
性
ば
か
り
が
学
ぶ
の
で
は

な
く
、
男
性
も
同
じ
目
線
で
の

学
び
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
な
か
や
ま
女
性
会
議

会
長
　
松
信
多
榮
子
さ
ん

　
毎
年
、
本
町
の
女
性
団
体
に

所
属
す
る
会
か
ら
数
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

で
し
た
。
今
ま
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
も
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

　
女
性
団
体
の
全
体
会
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
発
表
し
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

◎
中
山
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
会

会
長
　
森
本
怜
子
さ
ん

　
近
年
の
開
催
地
は
遠
く
て
参

加
者
も
少
な
か
っ
た
が
、
令
和

４
年
は
倉
吉
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
一
度
も
、
男
性
の
町

会
議
員
さ
ん
の
参
加
は
な
い
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　
大
山
町
も
バ
ス
を
出
す
な
ど

応
援
し
て
ほ
し
い
で
す
。

意
見
交
換
会
を
終
え
て

　
男
女
共
同
参
画
週
間
期
間
中
の
６
月
29
日
に
大
山
公
民
館
に

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
さ
れ
て
き
た
中
で
、
不
自
由
に
思
う
こ
と
、
疑
問
に
思

う
こ
と
を
声
に
し
て
き
た
結
果
、変
わ
ら
な
か
っ
た「
不
公
平
」が
、

変
わ
り
始
め
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
女
性
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
が
、
同
じ
想
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
に
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
大
会
に
本
町

か
ら
多
く
の
人
が
、
参
加
し
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
応
援
し

て
い
き
ま
す
。�

（
池
田
）

男性にも参加してほしい男性にも参加してほしい

活発な意見がかわされた活発な意見がかわされた

日本女性会議日本女性会議がが
倉吉で開かれます倉吉で開かれます

2021年７月　議会だよりだいせん65号29

定
　
例
　
会

質
　
　
　
疑

討
論
・
審
議
結
果

委
員
会
報
告

一
般
質
問

議
員
討
論
会

特
　
　
　
集

陳
情
・
意
見
書

お
知
ら
せ



みなさんからのみなさんからの陳情陳情はこうなりましたはこうなりました
6月定例会で審査した陳情の結果を報告します。

題　　　名 提　出　者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

保育士の全面パート化につな
がる短時間勤務保育士の活用
促進ではなく、保育所職員の
配置基準改善、処遇向上のた
めの必要な措置を求める意見
書の提出を求める陳情書

鳥取の保育を考える会
代表　石井　由加利

（教育民生常任委員会）
働き手のニーズの多様化を考慮する必要
があり、短時間勤務保育士の活用促進は
有効と考えられる。
採決の結果、採択１、不採択４で不採択
と決した。

不採択

ゆたかな学びの実現・教職
員定数改善をはかるための、
2022年度政府予算に係る意
見書採択の陳情について

鳥取県高等学校教職員組合
西部支部
支部長　田中　繁
鳥取県教職員組合西部支部
支部長　内田　浩文

（教育民生常任委員会）
さらなる少人数学級への検討、学校の働
き方改革を国へ働きかけることは本町に
とって意義のあるものと考える。
採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

地方財政の充実・強化を求め
る陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹
大山町職員労働組合
執行委員長　中井　晶義

（総務常任委員会）
地方公共団体には新たに多くの行政需要
が発生しているが、コロナ禍により巨額
の財政出動が行われているなか、2022�
年度以降の地方財源の確保に大きな不安
が残されている。
採決の結果、採択３、不採択１で採択と
決した。

採択

町議会議員岡田聰に対する辞
職勧告の陳情書 坂田　丈夫

（総務常任委員会）
陳情者の主張している事件はいずれも当
事者間の問題であり、議会は事実を認定
する機関ではない。
採決の結果、全会一致で不採択と決した。

不採択

新型コロナウイルス感染拡大
による影響事業者支援の要望

大山町商工会
会長　山根　均

（総務常任委員会）
新型コロナウイルス感染拡大が経済活動
を阻害しており、さらなる支援が必要で
ある。
採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

新型コロナウイルスによる経
済被害の対策要望

鳥取県漁業協同組合
御来屋支所
運営委員長　敦賀　亀義

（経済建設常任委員会）
コロナ禍において魚価が低迷し、所得が
大幅に減少している実態などを確認した。
採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

▶▶▶�国へ提出する意見書�◀◀◀
意見書名 意見書の内容（要旨） 提出先

少人数学級・教職員定数の
改善に係る意見書

１．�中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。
２．��学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、

加配の増員など教職員定数改善を推進すること。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣、ほか

地方財政の充実・強化を求
める意見書

１．�増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これ
に見合う地方一般財源総額の確保をはかること。

２．�新型コロナウイルス対策として、ワクチン接種体制の
構築、保健所体制・機能の強化などに十分な財源措置
をはかること。

（このほか９項目）

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣、ほか
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議会からのお知らせ
タブレット導入しました

議会のＩCＴ化

　６月議会は、初のタブレットを使用して
の議会でした。
　タブレット導入により、情報のやりとり
が圧倒的に早くなりました。
　日常業務や災害時の連絡、その他議会活
動の効率化をしていくことで、議会を活性
化し、時間・経費・紙の削減もはかってい
きます。

議員の研修参加の報告
・議員派遣をした研修
　　鳥取県町村議会議長会主催の新議員研修会
　　目　　的：議会に関する知識の習得
　　派遣場所：湯梨浜町「国民宿舎 水明荘」
　　期　　間：令和3年5月31日（月）
　　派遣議員：小谷議員、西本議員、豊議員、島田議員

・議員派遣予定の研修
　　鳥取県町村議会議長会主催の広報研修会
　　目　　的：議会広報の編集知識習得のため
　　派遣場所：湯梨浜町
　　期　　間：令和3年8月5日（木）
　　派遣議員：小谷議員、西本議員、豊議員

　　西部町村議会議長会主催の議員研修会
　　目　　的：政治知識の向上と議会活動の活性化に資するため
　　派遣場所：米子市淀江町
　　期　　間：令和3年8月24日（火）
　　派遣議員：全議員
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みんなのひろば声声　
鳥
取
大
山
町
に
移
住
し
、
早
い
も
の
で

６
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
周
り
の
友
人

や
、
愉
快
な
方
々
の
お
か
げ
で
、
今
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
く
過
ご
せ
て
ま
す
。

　
も
と
も
と
大
山
町
地
域
起
こ
し
協
力
隊

観
光
部
門
と
し
て
東
京
か
ら
大
山
に
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
任
期
３
年
の
協
力
隊
は

一
年
で
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理

由
は
、
行
政
が
観
光
に
お
け
る
協
力
隊

に
求
め
る
方
向
性
と
、
自
分
が
目
指
し

た
い
方
向
性
が
重
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら 

で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
辞
め
る
こ
と
に
対
す
る

不
安
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
自
分
で
あ
れ
る
暮
ら
し
や
形
に
し

た
い
仕
事
は
、「
行
政
」
と
向
き
合
う
こ

と
で
は
な
く
、「
暮
ら
し(

暮
ら
す
ひ
と)

」

と
向
き
合
う
こ
と
で
し
か
生
ま
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
現
在
は
、
一
緒
に
小
さ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
楽
し
め
る
仲
間
が
増
え
、
大
山
な
ら
で

は
、
自
分
な
ら
で
は
の
仕
事
を
少
し
ず
つ

作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
山

は
楽
し
い
が
生
ま
れ
る
場
所
。
こ
れ
か
ら

も
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
形
に
も
し
な
が
ら
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐々木正志
（門前）

大
山
は
楽
し
い
が

生
ま
れ
る
場
所

　
過
日
、
千
葉
県
八
街
市
で
児
童
５
名
が

死
傷
し
た
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
は
あ
る
が
、
現
場

の
道
路
は
交
通
量
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歩
道
の
無
い
通
学
路
で
あ
る
。
早
期

に
歩
道
設
置
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
様

で
あ
る
が
、
実
現
さ
れ
な
い
な
か
で
の
事

故
と
な
っ
た
。

　
私
は
、
中
山
中
学
校
校
門
前
で
、
更
生

保
護
女
性
会
の
方
々
と
、
月
初
め
の
登
校

生
へ
の
あ
い
さ
つ
声
が
け
活
動
に
参
加
し

て
い
る
。
校
門
前
の
歩
道
は
小
学
生
の
通

学
路
で
も
あ
り
、
か
な
り
の
児
童
生
徒
が

通
る
。
こ
の
歩
道
を
、
中
学
生
の
送
迎
を

す
る
多
く
の
保
護
者
の
車
が
横
切
っ
て
い

く
。
ど
の
保
護
者
も
安
全
確
認
を
さ
れ
て

い
る
と
は
思
う
が
、校
門
の
出
入
口
に「
止

ま
れ
」
の
標
記
が
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
、

歩
道
へ
の
安
全
も
確
保
さ
れ
る
と
思
う
。

　
現
状
、
町
内
３
箇
所
の
中
学
校
、
４
箇

所
の
小
学
校
の
出
入
口
に
は
「
止
ま
れ
」

等
の
標
記
は
な
い
。
ち
な
み
に
町
内
の
３

箇
所
の
保
育
園
の
出
入
口
に
は「
止
ま
れ
」

の
標
記
が
あ
る
。
校
門
出
入
口
に
「
止
ま

れ
」「
一
旦
停
止
」
の
標
記
を
し
て
は
ど

う
か
。

小谷 章公
（下甲）

転
ば
ぬ
先
の
杖

安
全
対
応
は
大
丈
夫
か
!?

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
山
町
、
夫
と
３
人

の
子
ど
も
達
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
子
育
て
世
代
と
な
っ
た
今
、
大

山
町
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
、「
あ
り
が
と

う
」
で
す
。

　
例
え
ば
、
保
育
料
無
償
化
、
給
食
費
の

補
助
（
今
回
全
額
補
助
は
修
正
案
が
通
り

ま
し
た
が
是
非
前
向
き
な
議
論
を
）、
子
育

て
の
為
に
パ
ー
ト
へ
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
私
に
と
っ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
時
代
に
入
り
さ
ま
ざ
ま
な
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
全
町
民
へ
の
支
援
金
も
、

あ
り
が
た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。

　
そ
ん
な
財
源
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
驚
き

ま
す
が
、
理
想
を
現
実
に
で
き
る
大
山
町

す
ば
ら
し
い
！
町
外
に
住
む
同
僚
か
ら「
大

山
町
す
ご
い
ね
！
い
い
な
ぁ
」
と
言
わ
れ

る
度
に
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
若
者
に
は
物
足
り
な
い
町
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
外
へ
出
て
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
若

者
が
家
庭
を
持
つ
時
、
大
山
町
に
帰
ろ
う

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鎌田 真希
（安原）

子
育
て
世
代
で

思
う
こ
と

御来屋漁港のアート御来屋漁港のアート
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６
月
定
例
会
で
、
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
案
に
減
額
修

正
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
た
。

　

町
⾧
の
移
住
定
住
対
策
に

待
っ
た
が
か
か
っ
た
の
だ
。
し

か
し
、
こ
れ
で
立
ち
止
ま
っ
て

は
い
ら
れ
な
い
。

　
少
子
化
対
策
の
切
り
口
は
多

方
面
に
お
よ
ぶ
。
給
食
費
以
外

に
も
保
育
料
・
在
宅
育
児
・
婚

活
・
仕
事
場
の
確
保
な
ど
数
え

き
れ
な
い
。

　
教
育
・
福
祉
・
産
業
な
ど
の

充
実
を
は
か
り
な
が
ら
、
誰
も

が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
と
な
る

よ
う
、
色
々
な
場
面
で
議
論
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
町
議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
活
用
を
始
め
た
。
町
民
の

声
を
ど
れ
だ
け
聴
け
る
か
、
今

夏
試
さ
れ
る
。

大
原

あ
と
が
き

あ
と
が
き
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取
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328

☎
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議
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
を

お
よ
せ
く
だ
さ
い！


